
中干し期間延長で
持続可能性を高める取り組み

環境負荷を下げながら副収入を得る！

環境負荷を下げながら副収入を得ることができる……そんな水稲経営者にとっ
て夢のような制度が始まった。それが「中干し期間延長」である。特集の一番手
として、今年から早くも「中干し期間延長」に取り組んでいる秋田県の水稲経営
者を紹介しよう。
写真／伊藤靖史　取材・文／川島礼二郎

4
年
前
に
リ
タ
ー
ン
就
農

こ
の
ま
ま
で
は
マ
ズ
い
！

日
本
有
数
の
米
ど
こ
ろ
秋
田
県
の

南
部
に
位
置
す
る
横
手
市
は
、
東
は
奥

羽
山
脈
、
西
は
出
羽
丘
陵
に
囲
ま
れ
た

横
手
盆
地
に
あ
る
。
横
手
盆
地
の
中
央

か
ら
西
部
に
は
、
奥
羽
山
脈
系
を
水
源

と
す
る
雄
物
川
が
流
れ
、
そ
の
流
域
の

肥
沃
な
土
地
に
は
水
田
が
広
が
る
。
盆

地
だ
か
ら
典
型
的
な
内
陸
性
気
候
で
あ

り
、
暖
候
期
は
温
暖
。
日
照
に
恵
ま
れ

気
温
の
寒
暖
差
が
大
き
い
。
お
い
し
い

お
米
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
条
件
に
満

ち
た
土
地
で
あ
る
。

そ
ん
な
横
手
市
で
63 

ha
の
水
田
を
管

理
し
て
い
る
の
が
、
農
事
組
合
法
人
み

ず
ほ
の
代
表
理
事
を
務
め
る
熊
谷
賢
さ

ん
。
半
導
体
メ
ー
カ
ー
勤
務
か
ら
4
年

前
に
実
家
に
戻
り
就
農
。
現
在
は
水
稲

を
63 

ha
と
枝
豆
を
6
ha
、
他
に
ハ
ウ
ス

栽
培
で
椎
茸
を
栽
培
し
て
い
る
が
、
主

力
は
お
米
で
あ
る
。

秋
田
が
誇
る「
あ
き
た
こ
ま
ち
」を
40 

ha
と「
サ
キ
ホ
コ
レ
」を
3
ha
、
そ
れ
に

耐
倒
伏
性
が
強
い
秋
田
県
産
地
品
種
銘

柄
の「
ち
ほ
み
の
り
」
を
6
ha
、「
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
と
う
ご
う
4
号
」
を
14 

ha
栽

培
し
て
い
る
。
売
り
先
は
J
A
が
6
割
、

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
と
う
ご
う
4
号
」は
す

べ
て
豊
田
通
商
に
出
し
て
い
て
こ
れ
が

3
割
、
残
り
の
1
割
は
直
売
所
や
近
隣

の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
ー
パ
ー
、
E
C
で

あ
る
と
い
う
。
そ
ん
な
熊
谷
さ
ん
が
大

切
に
し
て
い
る
の
は
、
本
特
集
に
ピ
タ

「ハイブリッドとうごう4号」は豊
田通商が提供する多収品種。「種
籾は高価ですが収量はずば抜けて
高い。ご覧のとおり穂が長いのが
特徴です。味も良く、パックご飯
や業務用米として使われています。
豊田通商が買い取ってくれるから
安心感もあります」

「実家に帰って就農したとき、この
ままではマズいと感じました。持
続可能性が極めて低いからです」
と語る熊谷さん。持続可能性を高
める新たな挑戦として、今年から

「中干し期間延長」に取り組む。

リ
と
合
致
す
る“
持
続
可
能
な
稲
作
経

営
”で
あ
る
。

「
就
農
当
初
は
、
栽
培
に
関
し
て
は
素

人
同
然
で
し
た
か
ら
、
学
ぶ
こ
と
ば
か

り
で
し
た
。
一
方
で
会
社
員
の
経
験
か

ら
、
う
ち
に
限
ら
ず
で
す
が
、
稲
作
経

営
は
こ
の
ま
ま
で
は
マ
ズ
い
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
れ
は“
持
続
可
能
性
が
極
め

て
低
い
”
と
い
う
こ
と
で
す
。
近
隣
を

見
渡
し
て
も
、
離
農
者
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
農
地
の
集
約
化
が
進
ん
で
い
て
、

私
も
可
能
な
限
り
引
き
受
け
て
い
ま
す

が
、
今
の
や
り
方
の
ま
ま
で
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。
一
方
で
農
家
は
、
社
会
か

ら
の
厳
し
い
視
線
を
意
識
せ
ね
ば
な
ら

な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
環
境
へ

の
負
荷
を
下
げ
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
私
が
就
農
し
た

と
き
、
そ
う
し
た
機
運
が
う
ち
に
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」
と
、
熊
谷
さ
ん

は
苦
笑
い
し
な
が
ら
語
る
。

そ
こ
で
熊
谷
さ
ん
は
早
速
動
き
始

め
た
。
今
年
か
ら
ド
ロ
ー
ン
直
播
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
開
始
。
春
作
業
の
労
働

集
中
を
緩
和
し
、
苗
作
り
や
田
植
え
に

掛
か
る
電
気
や
化
石
燃
料
等
を
削
減

し
た
。
一
方
で
、
環
境
負
荷
の
低
減
を

目
指
し
て
、
市
内
の
ラ
ー
メ
ン
店
「
節

屋
か
つ
ら
」か
ら
出
汁
ガ
ラ（
煮
干
し
・

鰹
節
の
残
渣
）
を
引
き
取
り
椎
茸
菌
床

と
と
も
に
熟
成
さ
せ
て
有
機
堆
肥
を
生

産
、
こ
れ
を
枝
豆
に
施
用
し
て
い
る
。

来
年
か
ら
は
、近
隣
市
の
食
品
会
社「
栄

田
フ
ー
ズ
」
か
ら
豚
骨
・
鳥
骨
残
渣
を

引
き
取
り
、
籾
殻
や
竹
炭
と
混
ぜ
合
わ

vol.29（2023/10/11発行）掲載記事

©AGRI JOURNAL　無断転載・複製を禁じます。



せ
た
有
機
肥
料
を
作
る
他
、
浄
化
槽
に

溜
ま
る
汚
泥
を
椎
茸
菌
床
と
と
も
に
熟

成
さ
せ
て
、
無
機
肥
料
の
削
減
に
役
立

て
る
計
画
で
あ
る
。

稲
作
経
営
と
地
球
に
優
し
い
！

中
干
し
期
間
延
長
に
挑
戦

そ
ん
な
熊
谷
さ
ん
が
2
0
2
3
年

に
新
た
に
始
め
た
の
が「
中
干
し
期
間

延
長
」
だ
。「
中
干
し
期
間
延
長
」
と
は
、

水
田
か
ら
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

一
種
（
メ
タ
ン
）
の
排
出
を
減
ら
す
こ

と
で
地
球
環
境
負
荷
低
減
を
目
指
す
取

り
組
み
で
あ
り
、
J-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
を
活
用
し
て「
中
干
し
期
間
延
長
」

を
行
う
こ
と
で
副
収
入
を
得
る
こ
と
が

で
き
る（「
中
干
し
期
間
延
長
」
の
詳
細

は
P 

34
参
照
）。

「
初
め
て
聞
い
た
と
き
、
非
常
に
良
い

制
度
だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。『
中
干
し

期
間
延
長
』
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に

効
果
が
あ
る
か
ら
地
球
に
優
し
い
。
そ

の
上
で
副
収
入
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
す

か
ら
、
そ
れ
は
稲
作
経
営
の
助
け
に
も

な
る
。
当
組
合
は
、
最
初
に
声
を
掛
け

て
く
だ
さ
っ
た
フ
ェ
イ
ガ
ー
さ
ん
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
型
を
選
び
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
型

は
手
続
き
が
極
め
て
簡
単
で
す
し
、
生

成
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
は
プ
ロ

グ
ラ
ム
主
催
者
が
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
額
か
ら
手
数
料
は
引

（写真上）地域により多少の違いはあれど、稲作経営者なら必ず提出しているであろう栽
培管理記録簿。J-クレジットを活用した『中干し期間延長』に取り組むには過去2年分が
必須となる。（写真下）熊谷さんのお父様の3年手帳。2021年と2022年の6月23日に「中
干しに入る」と記載がある。これで過去2年分の中干し開始日が特定できた。なお、フェ
イガーによると、地域の平均的な中干し期間を参考として過去2年間分の中干し期間を
証明することができる場合もあるというから、興味を持った方は是非、フェイガーに相談
して欲しい。（写真左）2023年の中干し期間の実施、記録、証明には、水位センサーを活
用した。水位センサーを使っていなくても、物差し＋写真で証明できる。

か
れ
ま
す
が
、
手
間
を
考
え
れ
ば
納
得

で
き
ま
し
た
」。

J-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
活
用
し
た

「
中
干
し
期
間
延
長
」に
は
、
熊
谷
さ
ん

の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る（
プ
ロ
グ
ラ
ム
型
）か
、
自
身
単
独
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
認
証
を
受
け
る

（
通
常
型
）
か
を
選
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、

オ
ス
ス
メ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
型
。
小
～
中

規
模
の
農
業
生
産
者
で
あ
っ
て
も
、
比

較
的
容
易
に
参
加
で
き
る
。

「
実
際
に
行
う
こ
と
も
、
そ
れ
ほ
ど
多

く
の
手
間
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
確
実

に
中
干
し
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
、
そ

れ
を
証
明
す
る
た
め
に
水
位
を
測
定
す

る
こ
と
、
そ
れ
と
事
前
に
過
去
2
年
間

に
実
施
し
た
中
干
し
期
間
を
証
明
す
る

こ
と
、
く
ら
い
で
す
」。

水
位
の
測
定
と
そ
の
証
明
に
は
、
熊

谷
さ
ん
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
主
催
す
る
フ

ェ
イ
ガ
ー
が
特
別
に
提
供
し
て
く
れ
た

と
い
う
水
位
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た
。

過
去
2
年
間
に
実
施
し
た
中
干
し
期
間

の
証
明
に
役
立
っ
た
の
は
、
な
ん
と
お

父
様
の
3
年
手
帳
で
あ
る
。
熊
谷
さ
ん

の
お
父
様
は
、
過
去
2
年
＋
当
年
の
出

来
事
を
記
載
で
き
る
3
年
手
帳
を
、
栽

培
管
理
メ
モ
に
も
活
用
し
て
お
り
、
そ

こ
に
確
か
に
中
干
し
期
間
が
記
述
さ
れ

て
い
た（
右
ペ
ー
ジ
写
真
）。

「
中
干
し
期
間
延
長
」
に
よ
る
収
量
減

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
J
A
の
指
導
員

に
相
談
し
た
と
こ
ろ「
問
題
な
い
は
ず
」

と
説
明
を
受
け
た
と
い
う
。
実
際
、
高
温

が
続
い
た
今
年
も
、
平
年
通
り
を
維
持

で
き
る
と
熊
谷
さ
ん
は
見
込
ん
で
い
る
。

最
後
に
、
下
世
話
な
話
で
は
あ
る
が

最
も
気
に
な
る
、「
中
干
し
期
間
延
長
」

に
よ
る
収
入
を
う
か
が
っ
た
。

「
当
社
で
は
、
栽
培
管
理
方
法
が
細
か

く
決
め
ら
れ
て
い
る『
サ
キ
ホ
コ
レ
』

を
の
ぞ
い
て
、
す
べ
て
の
田
ん
ぼ
で

『
中
干
し
期
間
延
長
』
を
行
い
ま
す
か

ら
60 

ha
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
当
社
に

入
る
の
は
、
フ
ェ
イ
ガ
ー
の
説
明
で
は

1
9
5
万
円
に
な
り
ま
す
。
1
ha
あ
た

り
3
万
円
以
上
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

当
社
に
と
っ
て
は
無
視
で
き
な
い
金
額

で
す
。
社
員
に
還
元
し
た
り
、
よ
り
環

境
へ
の
負
荷
が
低
い
栽
培
方
法
に
向
け

て
投
資
し
た
り
と
、
持
続
可
能
な
水
稲

経
営
を
実
現
す
る
た
め
に
、
大
切
に
使

い
ま
す
」。

「横手はおいしいお米がたくさん取れるし圃場の条件も恵まれていますが、それで
も離農者は後を絶ちません。持続可能な稲作経営が容易ではない、と感じている
からではないでしょうか？　米価の低空飛行、ウクライナ問題、新型コロナと、先
が見通しにくい昨今ですから、今までのまま、では経営はおぼつかない。だからこそ、
栽培の効率化や地域資源の活用、それに『中干し期間延長』など、あらゆる手を尽
くす必要があるのです」（熊谷さん）。

うちの場合、60ha取り組むことで195万円の副収入が手に入る。
これは経営者目線では、決して見過ごすことのできないメリット
です。社員に還元したり、新たな投資に使うことができる。
経営の持続可能性を高めてくれる制度ですね。

地球環境に優しい取り組みに参加する、そのこと自体が大切で
す。これからの水稲経営は、自分だけは儲かりました、では通用
しません。地域と地球の未来を見据えた栽培管理を行う。
それが大切だと、改めて感じました。

思いの他、手間が掛からなかった。確実に中干し延長
を実施し、記録する。ほぼ、それだけです。私のよう
にプログラム型で参加すれば、わからないことはプ
ログラム管理会社に相談できるから安心です。

J-クレジット活用で感じたこと

株式会社フェイガーは、農業生産者向けに、脱炭素に貢献する農法のカー
ボンクレジット化をサポートするサービスを実施。2023年9月には、フェ
イガーによる『中干し期間延長』プロジェクトがJ-クレジット制度で承認さ
れた。従来、煩雑かつ膨大な事務作業を要していた農家の「脱炭素の取り組
みの記録」「認証機関に申請」「信頼性のあるカーボンクレジットとしての
承認」「企業向けの販売及び金銭を得る」といった一連の流れを、最小限の
手間で実現する。取材に同行してくれたCOOの高井佑輔さんは北海道大学
農学部を卒業後、東南アジアで計5年間、農業に携わっていた経験を持つ、
いわゆる農業側の人。熊谷さんも「農業を知る高井さんだから信用できた」
と太鼓判を押す。プロジェクトにご興味を持たれた方は是非、コンタクト
してみてほしい。

全国の水稲生産者の
カーボンクレジット活用をサポート

問い合わせ／株式会社フェイガー　
☎080-6190-5626 (農業担当者直通)　
faeger.company/contact/for_agriculture

63haの水稲生産をメインに、枝豆の生産販売、椎茸の
ハウス栽培を行う。持続可能な稲作経営の実現に向け
て試行錯誤を続けている。
秋田県横手市睦成字久保ノ目110
mizuho-akita.com

取材協力／農事組合法人みずほ
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